
算数科学習指導案 
日 時   平成１４年７月２日 ２校時 
 場 所   ６年１組教室 
指導者   鹿島台町立鹿島台小学校 教諭 石田 隆幸 

                         
１ 単元名 単位量あたりの大きさ 
 
２ 単元の目標 
  異種の２量の割合としてとらえられる数量について，その比べ方や表し方を理解し，それを用いるこ

とができるようにする。 
 
３ 単元の評価規準 
【算数への関心・意欲・態度】 
① 単位量あたりの考え方を用いると，数値化して比較することのよさに気付き，進んで生活に生か

そうとする。 
【数学的な考え方】 
① 異種の２つの量について，割合の考えを用いて表し方や比べ方を考える。 
【数量や図形についての表現・処理】 
① 単位量あたりの考えを用いて混み具合や速さを比較することができる。 
【数量や図形に知識・理解】 
① 異種の２つの量の割合でとらえられる速さや人口密度の比べ方や表し方について理解する。 
② 異種の２つの量の割合でとらえられる速さや人口密度などの量の大きさについて豊かな感覚を

もつことができる。 
 
４ 指導に当たって 
（１） 単元について 

本単元は，学習指導要領の第６学年の内容「Ｂ量と測定」（３）に基づいて設定されたものであ

る。単元の学年ごとの関連と発展は，次の通りである。 
 
 
 
がい数の表し方 
・概数の意味と表し方 
・四捨五入の意味と表し方 

 
 

 本単元  単位量あたりの大きさ 
・ 単位量あたりの考え方とその用い方 
・ 人口密度の意味とその求め方 
・ 速さの意味とその求め方 

（時速・分速・秒速） 
・ 速さに関する公式 
・ 作業の速さ 

 
 

比例 
・比例の意味とその特徴 
・比例のグラフ 

平均 １年 
・平均の意味と求め方 
・代表値としての平均 

 
・ 比例・反比例 
（式・グラフ） 

４年 ６年 中学 



 同種の２つの量を比べる場合，差や倍によって容易にできる。５学年では，割合の学習で同種の２つの

量を比べることを経験している。しかし，異種の２つの量を比べることには抵抗感を感じる児童がいると

考えられる。それは，異種の２つの量の割合を１つの量としてとらえ，それによって比べるという過程を

通らなければならないからである。 
 したがって，この単元では，一方の量を等しくして，それに対するもう一方の量の大きさによって比べ

ることができること、またその際に，等しくする方の量を単位量にすれば，条件を簡単にそろえることが

でき，複数の資料を同時に比べることができることに気付かせたい。そのことが，単位量あたりの大きさ

で比べることのよさであり，その考え方を用いて異種の２つの量の割合でとらえられる人口密度や混み具

合を解決していくことが本単元のねらいである。 
また，「速さ」は視覚や感覚などで，直感的にとらえることは比較的簡単である。しかし，それを数で

表そうという段階になると難しくなる。その困難さの要因は，速さを決める量を見付け出すことと，速さ

が道のりと時間の２つの量を同時に考えなければならないことにある。そのため，本単元では、単位時間

あたりにどれだけの道のりを進むか，また，単位道のりあたりでどれだけ時間がかかるかという考え方を

する必要がある。 
 単位時間あたりにどれだけの道のりを進むかといういう考え方の根底には，平均や比例の考え方が働い

ている。これらのことを児童自らそのことに気付き，問題にして，解決していくようにしたい。 
尚，速さ，道のり，時間の関係の式を覚えさせ，それを適用するといった形式的な指導に偏ることのな

いよう配慮するようにしたい。 
  
（２） 児童の実態（在籍 男１４名，女１６名，計３０名） 
      本時の学習に取り組むにあたり「算数の学習・態度」や「速さに関する先行知識」について実
態調査を実施した。以下にその要点を示す。 
① 算数科に関する興味・関心度 
   算数の学習を「とても好き・どちらかと言えば好き」と答えた児童は４２％，「嫌い・どちら

かと言えば嫌い」と答えた児童が５８％であった。特に、女子に算数の学習が嫌いな児童が多く，

６９％にも達している。 
② 算数科における得意な学習活動 
算数科における得意な学習活動として、「具体物，図や表を使って考えること」「今まで学習し

たことを使って解決すること」がともに６６％と多く，ついで「いろいろなやり方で解決するこ

と」「学習課題をつかむこと」がともに５５％と多かった。逆に「方法を発表すること」７２％，

「解決方法を考えること」は４１％の児童が苦手と答えている。 
③ 困ったときの解決方法 
困ったときの解決方法について尋ねると，「友達と相談する」が６６％ともっとも多かった。

しかしながら，「教科書を見る」が１４％，「ヒントカードを使う」が１７％と自力解決を図ろう

とする児童が少なく，あきらめてしまう児童も見られる。 
  ④ 「速さ」に関する先行知識 
     速さに対する児童のイメージは，「スピードが速い」「作業が速い」など，感覚的にとらえてい

る程度である。つまり、単位時間あたりの大きさという観点でおさえている児童は少ない 
 
（３） 指導の着眼 
      前述の単元観と児童の実態を踏まえ，下記の手だてを工夫しながら指導し，単元のねらいに

迫りたいと考える。 

①  児童の興味・関心を引き出すための工夫 

ア． 問題把握の際，場面絵や表やグラフなどを適宜活用し，視覚的に問題をとらえさせるように

する。 
 イ． 身近な場面を問題として扱うことで，児童の興味・関心を引き出し，考えやすいようにする。 

② 問題解決のための見通しをもたせるための工夫 

ア． 自力解決を支援するために既習事項を想起させ課題解決の糸口になるようなヒントカードを



作成し，児童の理解に応じて使用する。  

③ 自力解決を支援するための工夫 

ア．  算数科に対する実態調査からは分からなかったが，普段の授業での児童の様子を観察してい

ると，個人差が大きいことが感じられる。どの児童にも自力解決の満足感や成就感を味わわせ

るために，自力解決の時間を多く設定する。 
（ⅰ）遅れがちな児童：具体的な操作活動を通して解決の糸口を見付けるようにする。 
 
（ⅱ）ある程度自力解決できる児童：小集団で学習の場を設け，ヒントカードを使っての解決

に臨ませる。 
（ⅲ）自力解決が十分できる児童：自分の考えた方法ややり方をみんなに説明することができ

るように，表を書いたり，分かりやすい説明するための発

表の準備をさせたりし，自信をもって説明できるようにす

る。 
イ．  自分の考えが自由に書き込めるような学習プリントを工夫するとともに，習熟度に応じて，

学習プリントを選択させるようにする。 
ウ．  児童が習事項をいつでも確認できるようにヒントコーナーを設置する。 
エ．  評価の観点ごとにチェックできる座席表を用意し，児童の考えやつまづきの状況などで学習  

過程の評価を簡単に記入し，支援に役立てるようにする。  

④ 自分の考えを自信をもって発表させるための工夫 

ア． 単元の学習全体を通して，小集団での話し合いの活動や操作的な活動を意図的に多く設定す

る。これを通して，算数科の学習に活気をもたらす共に自分の考えを発表する場として活用し

たい。更に，小集団での話し合い活動の中で，自分の考えを広げたり，練り上げたりさせたり

したい。 
 
５．指導と評価計画（１５時間扱い 本時８／１５） 

評価規準（評価方法） 小単元 時間 ○ねらい ・学習活動 
 関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

１ 
・ 
２ 
 

○面積，にわとりの数が異なる場

合の混み具合の比べ方を理解

する。 
・面積と数が違う３つの小屋の混

み具合の比べ方を考える。 

・１ｍ
２
あたりの数で比べたり，

１羽あたりの面積で比べれば

よいことをまとめる。 

 
 
 

単位量あたりの

考えを用いて，混

み具合の比べ方を

考えている。 
（行動観察・つぶ

やき・発言・ノ

ート） 

単位量あたりの

考えを用いて比較

することができ

る。 
（つぶやき・発

言・ノート） 

 
 
 

３ ○「人口密度」の意味とその求め
方を理解する。 
・用語「人口密度」の意味を知り，

人口密度を求める。 

  
 

人口密度を求め

ることができる。 
（行動観察・ノー

ト） 

人口密度の意

味を理解してい

る。 
（行動観察・ノ

ート） 

単位量あ

たりの大

きさ 
 
  

４ ○単位量あたりの大きさとその
用い方を理解する。 
・じゃがいものとれ具合を，単位

量あたりの大きさの考え方を

用いて調べる。 

  単位量あたりの

大きさの考えを用

いることができ

る。 
（行動観察・発

言・ノート） 

 



５ ○単位量あたりの大きさとその
用い方を理解する。 

・１ｍ
２
あたり０．５ｋｇの肥料

をまくとき，１．２ｋｇの肥料

では何ｍ
２
にまくことができる

かを考える。 

  単位量あたりの

考えを用いて全体

の量を求めること

ができる。 
（行動観察・発

言・ノート） 

  

６ 
・ 
７ 

○学習内容に習熟する。 
・練習問題をする。 

・人口密度を調べ

ようとする。 
（行動観察・発

言・ノート） 

 単位量あたりの

考えを用いて問題

を解ける。 
（ノート） 

 

８ 
 
 
本 
時 

○距離，時間が異なる場合の速さ

比べを理解する。 
・歩いた距離と時間が違う人の速

さの比べ方を考える。 
・１ｍあたりの時間で比べたり，

１分あたりの距離で比べたり

すればよいことをまとめる。 

 単位量あたりの

考えを用いて，速

さの比べ方を考え

ている。 
（行動観察・つぶ

やき・発言・学

習プリント） 

距離や時間をそ

ろえて，それに対

応する他の量の大

きさで速さを比べ

ることができる。 
（つぶやき・発

言・学習プリント） 

 

９ ○速さを求める公式を理解し，適
用ができる。 
・速さを求める公式をまとめる。 
・用語「時速」「分速」「秒速」の

意味を知り，公式を用いて速さ

を求める。 

  速さを求める公

式から速さを求め

ることができ，ま

た，速さを時速，

分速，秒速で表す

ことができる。 
（観察行動・ノー

ト） 

 

１０ ○道のりを求める公式を理解し，
適用ができる。 
・新幹線のぞみ号の速さと時間か

ら道のりの求め方を考える。 
・道のりを求める公式をまとめ，

公式を用いて道のりを求める。 

  道のりを求める

公式から道のりを

求めることができ

る。 
（行動観察・ノー

ト） 

 

１１ ○速さと道のりから時間を求め
る方法を理解する。 
・新幹線こだま号の速さと道のり

から時間の求め方を考える。 
 

 速さや道のりを

求める公式を用い

て，仕事の速さな

どの比べ方を考え

る。（発言・ノート） 

  

１２ ○作業の速さについて理解する。 
・１時間に４５００枚コピーする

機械と５分間に５００枚コピ

ーする機械の速さを比べる。 
 

 単位量あたりの

考えを用いて，仕

事の速さなどの比

べ方を考えてい

る。（発言・ノート） 

  

速さの表

し方 

１３ ○学習内容に習熟する。 
・練習問題をする。 

  速さの問題が解

ける。（ノート） 
 

まとめ １４ 
・ 
１５ 

○学習内容の理解を確認する。 
○学習内容の理解を深め，算数へ

の 
興味を広げる。 
・練習問題をする。 

実際の時刻表な

どから，いろいろ

な速さを求めよう

としている。 
（行動観察・発

言・ノート） 

   



６．本時の指導 
 （１）小単元名  単位量あたりの大きさ「速さの表し方」 
（２）目標  
○ 単位量あたりの考えを用いて，速さの比べ方を考えている。    （数学的な考え方） 
○ 距離や時間をそろえて，それに対応する他の量の大きさで速さを比べることができる。 

（表現・処理） 
 （３）準備物 
教師：黒板掲示用の表１・２，通学路地図，学習プリント，ヒントカード，練習プリント     
数直線図，座席表 

児童：筆記用具，電卓 
（４）指導過程 
段

階 
学習活動と内容 

 
◇指導上の留意点 
※教師の支援 

◎評価【観点】（方法） 
■準備物 

 
 
 
つ

か

む 
 
 
 
５

分 
 
 
 

１．学習課題を提示す

る。 
 
 
 
 
 
 

◇クラスにいる実際の児童名と実際の登校

時間を問題として扱うことで児童の興

味・関心が高まるようにする。 
＜指導の着眼①―イ＞ 

◇予想を立てさせながら，学習の体制を作

り，児童の予想を肯定的に受け止めなが

ら、表１からは，課題を解決できないこと

に気付くようにする。 
◇通学路の地図を用意し，それぞれの児童の

通学距離（道のり）が違うことを視覚的に

とらえさせる。 
＜指導の着眼①―ア＞ 

※課題把握が苦手な児童（男２・７・１４）

に対して机間指導し個別支援をする。 

■表１ 
＜登校のときの自分の家

から学校までのかかっ

た時間＞ 
 
 
 
 
 
 
 
■通学路地図 
 

 
見

通

す 
 
 
 
５

分 

２．学習課題をつか

み，解決の見通し

を立てる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◇解決の見通しをもたせるために，既習の学

習を想起させ，「時間」か「道のり」をそ

ろえると課題が解決できることを確認す

るようにする。 

■表２ 
＜登校のときの自分の家か

ら学校までのかかった時

間と道のり＞ 
 
 
 
 
 
 

 
 
た

め

す 
 
 
 
 

３．３人の速さを比べ

るための解決方

法を考える。 
 
 
 
 
 
 

◇自力解決ための時間を十分設定し，机間指

導しながら，解決の喜びを味わわせるよう

にする。 
＜指導の着眼③―ア＞ 

◇習熟度に応じて，各自で学習プリントを選

択させる。 
※学習プリントを選択できない児童には，教

師が個に応じた学習プリントを示すよう

にする。 

■電卓 
■学習プリント 
■ヒントカード 
■座席表 
 
 
 
 
 

名前   時間  道のり 
     （分）  （ｍ） 
仁紀さん  ３分  ３６０ｍ 
遼君   １０分  ９００ｍ 
祥希君   ８分  ６４０ｍ 

３人の登校のときの自分の家から学校までの時間と道の

りから、一番歩くのが速いのはだれですか？  

名前    時間（分） 
 
仁紀さん   ３分 
遼君    １０分 
祥希君    ８分 

「３人の中で，

歩くのが速い

のはだれです

か？」  



 
 
 
２

０ 
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
【予想される児童の解決方法】 

 
 
 
※解決の見通しがもてない児童が多いよう

な場合には，小集団指導を行い，全員がい

ずれかの方法で解決できるようにする。 
※解決の見通しをもつことが苦手な児童（男

２・女４・９）には自力解決のためにヒン

トカードの活用をうながすようにする。 
    ＜指導の着眼②―ア＞ 
【予想される児童の解決方法】 

 
 
 
 
 
 
◇１つの方法で解決できた児童には，その方

法を賞賛し，発表準備に取りかからせる。

更に，他の方法でも見付けることができる

ように励ます。 
※立式より得られた数値から，課題に対する

答えを得られない児童には，ヒントカード

の活用をうながすようにする。 
※児童の自力解決の方法を机間巡視しなが

ら，座席表に記録するようにし，発表の場

面で活用する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎距離や時間をそろえて，

それに対応する他の量

の大きさで速さを比べ

ることができる。 
【表現・処理】（つぶやき・

発言・学習プリント） 

 
 
 
広

げ

る 
 
１

０

分 
 

４．解決発表する。 
① 小グループ発表 

 
 ② 全体発表 

◇小グループで，自分の考えた方法を発表し

合い，互いの良さについて話し合うように

する。 
＜指導の着眼④―ア＞ 

◇話し合いの視点を「正確に・速く・どんな

場合でも使える方法」とすることを予め示

して，発表された内容を聞くようにする。 
◇全体発表では，代表的な解法として，意図

的指名のもと，分類２→分類１②→分類１

①の方法で解決した児童に発表させるよ

うにする。 
◇自分がどの解法で解決したかを確認する

ことで，全児童に成就感・満足感をもたせ

るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎単位量あたりの考えを

用いて，速さの比べ方を

考えている。【数学的な

考え方】 
（行動観察・つぶやき・発

言・学習プリント） 

Ａコース：解決のための計算式を与える。

その式を解決し，その結果か

ら考えさせる。 
Ｂコース：既習の課題との類似点を示し，

その解法をもとに，課題解決

を図らせる。 
Ｃコース：自由な発想で考えさせる。 

分類１―①（時間をそろえる方法）    分類１―②（時間をそろえる方法）   分類２（道のりをそろえる方法）

 ＜１分あたりに進んだ道のり＞    ＜２４０分あたりに進んだ道のり＞    ＜１ｍあたりに進んだ時間＞  
 仁紀さん： ３６０÷３＝１２０ｍ   ３６０×１０×８＝２８８００ｍ     ３÷３６０＝０．００８分 
 遼君  ： ９００÷１０＝９０ｍ   ９００×３×８ ＝２１６００ｍ    １０÷９００＝０．０１１分 
 祥希君 ： ６４０÷ ８＝８０ｍ   ６４０×３×１０＝１９２００ｍ     ８÷６４０＝０．０１２分 



５．課題に対するまと

めをする。 
 
 

◇発表をもとに，学習したことを数直線図を

示すことで，視覚的にとらえさせる。 
＜指導の着眼①―ア＞ 
◇できるだけ自分の言葉でまとめさせ，学習

への満足感をもたせるようにする。 

■数直線図  
ま

と

め

る 
 

５

分 
 

６．練習問題に取り組

む。 
 
 
 
 
 
 

◇自分の力に応じたと思われるコースを選

択して，進んで問題に取り組むようにした

い。 
◇学習を通じての感想を書くことで，自己評

価の機会を設けるようにする。 
※座席表に理解度のチェックを行い，座席表

に記録し，次時の授業に役立てるようにす

る。 

■練習プリント 
■座席表 

（３） 評価 
① 単位量あたりの考えを用いて，速さの比べ方を考えている。    （数学的な考え方） 
② 距離や時間をそろえて，それに対応する他の量の大きさで速さを比べることができる。 

（表現・処理） 
 

評価基準 
十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する 

①単位時間あたりの距離によ

って速さの比べ方を考えて

いる。 
②単位時間あたりの距離を考

えて，速さで比べることが

できる。 
 
 

①距離や時間をそろえて，そ

れに対応するほかの量の大

きさで速さの比べ方を考え

ている。 
②距離や時間をそろえて，そ

れに対応するほかの量の大

きさで速さを比べることが

できる。 

①単位あたりの考えを用い

て，速さの比べ方を考える

ことができない。 
②距離や時間をそろえ，対応

するほかの量で速さを比べ

ることができない。 

 
 
（４） 板書計画 
  
【学習課題】               【友達の発表】 
 
 
 
 
 
 
 
           

【解決のための方法】 【まとめ】 

 

３人の登校のときの自分の家から学校までの時間

と道のりから、一番歩くのが速いのはだれですか？

表２ 表１ 

通学路地図 

速さを比べるためには 
時間か道のりをそろえる 

解法１ 
 
 
児童による板書 

解法２ 
 
 
児童による板書 

 
 
 

解法３ 
 
 
児童による板書 

同じ１分間で一番長く歩いたので，仁

紀さんが一番歩くのが速かった。 
（※児童の発表からまとめる） 

数直線図 



算数科学習指導細案 
１ 小単元名  単位量あたりの大きさ「速さの表し方」 
２ 目標  
○ 単位量あたりの考えを用いて，速さの比べ方を考えている。    （数学的な考え方） 
○ 距離や時間をそろえて，それに対応する他の量の大きさで速さを比べることができる。 

（表現・処理） 
３ 準備物 
教師：黒板掲示用の表１・２，通学路地図，学習プリント，ヒントカード，練習プリント     
数直線図，座席表 

児童：筆記用具，電卓 
４ 指導過程 
段

階 
学習活動 

 
◇主な発問・指示・留意点 ◎評価【観点】（方法） 

■準備物 
 
 
 
つ

か

む 
 
 
 
５

分 
 

１．学習課題を提示す

る。 
 
 
 
 
 
 

１ ３人の中で，歩くのが速いのはだれか

な？この表から分かる？ 
（表１を貼りながら） 

 
２ なぜ？ 
  この表だけで分かるかなあ？ 
→ 距離が分からないと求めることが

できないことを子供の発表から出

されたら，通学路地図を貼る。 
 
３ 確かに通学路の地図を見ると，３人の通

学距離（道のり）は違うね。 
 
４ 距離＝道のりであることを確認する。 
 
５ （表１の上に表２を貼る。） 
  これならだれが速いか分かるかな？ 
 

 
見

通

す 
 
 
 
 
 
 
５

分 

２．学習課題をつか

み，解決の見通し

を立てる。 
 
 
 
 
 
 
 

 （課題を貼る） 
７ 今日の課題です。全員で読みましょう。

さんはい。 
 
 
 
 
８「かかった時間」と「道のり」から，速さ

を比べられるようにするには、どのように

すればよいのかなあ。 
→既習の学習を想起させ，「時間」か「道

のり」をそろえると課題が解決できるこ

とを確認するようにする。 
（板書） 

「かかった時間」か「道のり」をそろえる。 

■表１ 
＜登校のときの自分の家

から学校までのかかっ

た時間＞ 
 
 
 
 
 
 
 
■ 通学路地図 
 
■表２ 
＜登校のときの自分の家か

ら学校までのかかった時

間と道のり＞ 
 
 
 
 
 
 ３人の中で一番歩くのが速いのはだれですか？それぞれ

の家からのかかった時間と道のりから考えましょう。 

名前    時間（分） 
 
仁紀さん   ３分 
遼君    １０分 
祥希君    ８分 

名前   時間  道のり 
     （分）  （ｍ） 
仁紀さん  ３分  ３６０ｍ 
遼君   １０分  ９００ｍ 
祥希君   ８分  ６４０ｍ 



 
 
た

め

す 
① 
 
 
 
 
 
 
３

分 
 
 

３．３人の速さを比べ

るための解決方

法を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 今日はプリントで学習をします。 
  プリントは４種類あります。この２種類

は時間をそろえて解決するためのプリ

ントです。この２種類は道のりをそろえ

て解決するためのプリントです。それぞ

れＡコースとＢコースがあります。 Ａ

コースは，ヒントが多いプリントです。

Ｂコースはちょっと自信があるかなあ

と思う人は，このＢコースを選んでみる

といいですね。 
１０ どちらの方法，どちらのコースで解決

するかを１０秒間で決めなさい。（挙

手させる。） 
※ 学習プリントを選択できない児童には，

教師が個に応じた学習プリントを示す

ようにする。 

■電卓 
■学習プリント 
■ヒントカード 
■座席表 
【場の設定】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
た

め 
す 
② 
 
 
 
 
 
１

７ 
分 

 １１（ある程度行わせたら）求める式が分か 
らない，求める式が分かったけれど，答

えが分からない人は，先生の机の上にヒ

ントカードがありますので，自由に取り

にいっていいです。 
※解決の見通しをもつことが苦手な児童（男

２・女４・９）には自力解決のためにヒン

トカードの活用をうながすようにする。 
※１つの方法で解決できた児童には，その方

法を賞賛し，発表準備に取りかからせる。

（それぞれの方法２名ずつ）他の児童に

は、他の方法でも見付けるよう励ます。 
※児童の自力解決の方法を机間巡視しなが

ら，座席表に記録するようにし，発表の場

面で活用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎距離や時間をそろえて，

それに対応する他の量

の大きさで速さを比べ

ることができる。 
【表現・処理】（つぶやき・

発言・学習プリント） 
 

 
時間Ｐ 教卓 道のりＰ 
    ↑ 
 ヒントカードＰ 



 
 
 
広

げ

る 
 
１

０

分 
 

４．解決発表する。 
① 小グループ発表 

 
 ② 全体発表 

１２ 班を作り，自分の考えた方法を発表

し，お互いに答え合わせをしましょ

う。なぜ，そのような答えになったか

の理由も話しましょう。時間は３分で

す。班を作ります。 
１３ ３分です。それでは黒板に注目です。 
○○班は速いですね。さすがです。 

１４ それでは、道のりにそろえて解決した

△△君に説明してもらいます。どのよ

うな方法で計算し，どのように答えを

求めたかを聞きましょう。 
１５．分かりやすい発表でしたね。ありが

とうございました。△△さんは， 
 （板書）１分あたりに進んだ道のり＝ 
      道のり÷時間 
   の方法で解決してくれましたね。 
ちなみに△△さんと同じような方法

で解決できた人は手を挙げてくださ

い。みんな答えは正しかったですか？

とてもよい方法でしたね。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  １６．それでは、次にかかった時間にそろえ

て解決した□□さんに発表してもら

います。 
１７．上手に発表できましたね。ありがとう

ございました。□□さんは、 
 （板書）１ｍ進むのにかかった時間＝ 
      時間÷道のり 
   の方法で解決してくれましたね。 
ちなみに□□さんと同じ方法で解決

できた人は手を挙げてください。この

方法でも解決できますね。 

 
 
 
 
 
◎単位量あたりの考えを

用いて，速さの比べ方を

考えている。【数学的な

考え方】 
（行動観察・つぶやき・発

言・学習プリント） 



 
ま

と

め

る 
 

５

分 
 

５．課題に対するまと

めをする。 
 
 

１８ どちらの方法でも解決できましたね。 
   どちらの方法も正確さ・速さ・どちら

でも使えるという点で問題はありま

せんね。 
１９ さて、それを数直線で説明します。 
（数直線を貼る） 

２０ 「道のり」をそろえた方法で求めた人

は、１ｍ進むのに一番短い時間で歩い

た仁紀さんが速いよね。逆に「時間」

をそろえた方法で求めた人は、１分あ

たりに進んだ道のりが一番多い仁紀

さんが歩くのが速かったね。 
   数直線にすると分かりやすいね。今度

説明するときに使えそうですね。 
２１ 教科書Ｐ４６を開きます。 
   隣の人が開いているかどうか確認し

て下さい。 
   それでは、全員で読みます。さん，は

い。 
２２ 秒と分と時間の単位は違うけれど、今

日、勉強したことが書いていますね。 
   それでは、大切な言葉１秒あたりに走

った距離，１ｍあたりにかかった時間

というところに赤鉛筆で線を引きな

さい。○○ちゃんは、きちんと定規を

使っていていいですね。 
２３ 実際には、スタートからゴールするま

でずっと同じ速さで歩くことはない

けれど、平均してずっと同じ速さで歩

いたと考えるということも、今日の勉

強の中で大切なことなので覚えてお

きましょう。 

 
 
 
 
 
■数直線図 

 
ま

と

め 
 
５

分 

６．練習問題に取り組

む。 
 
 
 
 
 
 

２４ 今日やったコースと同じ練習プリン

トをやりなさい。答え合わせは自分で

行いましょう。丸つけが終わった人

は、感想を書いて先生のところに持っ

てきて下さい。 
２５ ２枚以上プリントをやった人は，感想

は１枚にのみ書けばいいです。それで

ははじめ。 
２６ 終わりのあいさつ 

■練習プリント 
■座席表 

（１） 評価 
① 単位量あたりの考えを用いて，速さの比べ方を考えている。    （数学的な考え方） 
② 距離や時間をそろえて，それに対応する他の量の大きさで速さを比べることができる。 

（表現・処理） 
 
 
 
 



 
評価基準 
十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する 

①単位時間あたりの距離によ

って速さの比べ方を考えて

いる。 
②単位時間あたりの距離を考

えて，速さで比べることが

できる。 
 
 

①距離や時間をそろえて，そ

れに対応するほかの量の大

きさで速さの比べ方を考え

ている。 
②距離や時間をそろえて，そ

れに対応するほかの量の大

きさで速さを比べることが

できる。 

①単位あたりの考えを用い

て，速さの比べ方を考える

ことができない。 
②距離や時間をそろえ，対応

するほかの量で速さを比べ

ることができない。 

 
 
（２） 板書計画 
  
【学習課題】               【たしかめ】 
 
 
 
 
 
 
 
           

【予想】     【まとめ】 

 

３人の登校のときの自分の家から学校までの時間

と道のりから、一番歩くのが速いのはだれですか？

表１・２ 通学路地図 

速さを比べるためには 
時間か道のりをそろえる

とできるのでは？ 

道のりそろえ 
児童による板書 

時間そろえ 
児童による板書 

 

数直線図 

１分あたりに進んだ道のり＝ 
      道のり÷時間 

１ｍ進むのにかかった時間＝ 
      時間÷道のり 



ヒントカード（速さ比べ）   ７月２日 
① 「求める式」を考えるために 
＜かかった時間と走った道のり＞ 

 時間（分） 道のり（ｍ） 
あきら ３ ２８０ 
きよし ２ ２００ 
ひろし ２ ２８０ 

 
② 求めた答えから「だれが速いか」を考えるために 
 
（１）きよし君とひろし君で，走るのが速いのはどっち？ 

A． かかった時間が同じなので，走った道のりが長いきよし君が速い。 
 
（２）あきら君とひろし君で，走るのが速いのはどっち？ 
  Ａ．走った道のりが同じなので，かかった時間が短いあきら君が速い。 
 
 

「時間」を１にそろえる 
道のり÷時間 

「道のり」を１にそろえる 
時間÷道のり 



学習プリントＡ―時間             ７月２日 

６年  組 名前【       】 
＜登校の時の自分の家から学校までのかかった時間と道のり＞ 

 
 
 
 
 

時間を１にそろえる  

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 求める式 

仁紀さん １     

遼 君 １     

祥希君 １     

だれが一番速いの？（理由も書こうね！） 

 （理由） 

 
                  
 
                 答え           

 
授業の感想 

○ 

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 
仁紀さん ３ ３６０ 
遼 君 １０ ９００ 
祥希君 ８ ６４０ 

 



学習プリントＢ―時間             ７月２日 

６年  組 名前【       】 
＜登校の時の自分の家から学校までのかかった時間と道のり＞ 

 
 
 
 
 

時間をそろえる 

  
 
仁紀さん 

 
  遼  君 
 
  祥希 君 
 
   
【理由】 

 
 
 
                 答え          

授業の感想 

 

○ 

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 
仁紀さん ３ ３６０ 
遼 君 １０ ９００ 
祥希君 ８ ６４０ 

 

だれが一番速いのかな？（理由も書こうね！） 

 



学習プリントＡ―道のり            ７月２日 

６年  組 名前【       】 
＜登校の時の自分の家から学校までのかかった時間と道のり＞ 

 
 
 
 
 

道のりを１にそろえる  

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 求める式 

仁紀さん  
１    

遼 君  
１    

祥希君  
１    

だれが一番速いの？（理由も書こうね！） 

 （理由） 

 
                  
 
                 答え           

 
授業の感想 

○ 

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 
仁紀さん ３ ３６０ 
遼 君 １０ ９００ 
祥希君 ８ ６４０ 

 



学習プリントＢ―道のり            ７月２日 

６年  組 名前【       】 
＜登校の時の自分の家から学校までのかかった時間と道のり＞ 

 
 
 
 
 

道のりをそろえる 

  
 
仁紀さん 

 
  遼  君 
 
  祥希 君 
 
   
【理由】 

 
 
 
                 答え          

授業の感想 

 

○ 

名前 時間（分） 道のり（ｍ） 
仁紀さん ３ ３６０ 
遼 君 １０ ９００ 
祥希君 ８ ６４０ 

 

だれが一番速いのかな？（理由も書こうね！） 

 


